








◆問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎85－4835

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

●
と　

き　

12
月
20
日

●
と
こ
ろ　

山
本
公
民
館

●
参
加
費　

無　

料

今
月
の
予
定

ト
ピ
ッ
ク
ス

「いきいき元気塾」日程

●琴丘地域を利用される方へ
初めて利用される方は、原則として琴丘
地域Ｂを利用していただきます。
●参加費　1,100円　バランスボール代

（お持ちでない方）

地域 琴丘地域Ａ 山本地域 琴丘地域Ｂ

会場 パレス琴丘 山本公民館 パレス琴丘

月日 12月５日 12月12日 12月13日
※八竜地域の教室は12月はありません。

◆
認
知
症
予
防
教
室

　

わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

◆
転
倒
予
防
教
室

　

い
き
い
き
元
気
塾

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予
防

し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
運
動
を
通
し
て
筋
力
の
維
持
、
向

上
を
は
か
り
ま
す
。

　

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
を
活
性
化

し
、
認
知
症
予
防
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
生
活
習
慣
病
に

　

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

　

高
血
圧
は
認
知
症
発
症
の
危
険
度
を

３
倍
に
も
上
げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
若
い
時
か
ら
血
圧
を
正
常
に
保
っ

て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

65
歳
に
な
っ
て
か
ら
正
常
値
に
戻
っ

て
も
危
険
度
は
下
が
る
こ
と
は
な
く
、

若
い
時
か
ら
血
圧
を
正
常
に
保
っ
て
い

た
人
に
比
べ
る
と
危
険
度
は
10
倍
に
も

上
が
る
と
い
う
研
究
も
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
な
ど
も
認
知
症

の
発
症
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

身
体
の
状
態
を
知
る
た
め
に
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

●
喫
煙
・
飲
酒
を
見
直
す

　

喫
煙
は
本
数
に
関
係
な
く
１
本
で
も

吸
っ
て
い
る
と
危
険
度
が
上
り
ま
す
！

飲
酒
は
量
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
良
い
食
習
慣
を
心
が
け
る

　

大
豆
製
品
・
野
菜
・
海
藻
・
乳
製
品
・

魚
を
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

●
良
い
運
動
習
慣
を
心
が
け
る

　

良
い
生
活
習
慣
（
食
習
慣
・
運
動
習

慣
な
ど
）
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
治
療

が
必
要
な
方
は
し
っ
か
り
治
療
を
受
け

正
常
値
に
保
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

来
月
は
、「
認
知
症
予
防
の
た
め
に

心
が
け
た
い
こ
と
〜
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）

予
防
〜
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

認
知
症
の
予
防
の
た
め
に
心
が
け
た
い
こ
と

〜
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
〜

弁護士による無料法律相談
●と　き　12月21日　14時～16時
●ところ　地域福祉センター　
要予約・相談時間は１名あたり
30分以内です。（最大４名まで）

※H30年２月にも開催予定です
この事業は赤い羽根共同募金の配分金を利用しています

◆申し込み・問い合わせ先
　三種町社会福祉協議会　
☎83－4861・FAX 83－5115

社協からのお知らせ

　

認
知
症
の
発
症
に
は
遺
伝
因
子
と
環
境
因
子
が
関
係
し
て
お
り
、
悪
い

生
活
習
慣
が
引
き
金
と
な
っ
て
病
気
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
の
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　もの忘れで困っている方や家族、認知症の方を支えたい
方が集まってお茶を飲みながら交流し、語り合う場です。
どなたでもご参加いただけます。
●と　き　12月21日
　　　　　13：30～15：00
●ところ　琴丘地域拠点センター
●参加費　無料（出入り自由）

※17日の地域福祉フォー
ラムにおいて12：30～
開会まで 「おれんじカ
フェ」 を行います。

おれんじカフェ
認知症になっても地域で暮らすために…

■
各
教
室
共
通
事
項

　

対　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

　

持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物

　

申
し
込
み　

随
時　

　
　

※
教
室
は
毎
月
１
回
開
催
予
定

　

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎85－4835

●
と

き

12
月
20
日

●
と
こ
ろ

山
本
公
民
館

●
参
加
費

無

料
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「いきいき元気塾」日程

●琴丘地域を利用される方へ
初めて利用される方は、原則として琴丘
地域Ｂを利用していただきます。
●参加費 1,100円　バランスボール代

（お持ちでない方）

地域 琴丘地域Ａ 山本地域 琴丘地域Ｂ

会場 パレス琴丘 山本公民館 パレス琴丘

月日 12月５日 12月12日 12月13日
※八竜地域の教室は12月はありません。

◆
認
知
症
予
防
教
室

わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

◆
転
倒
予
防
教
室

い
き
い
き
元
気
塾

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予
防

し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
運
動
を
通
し
て
筋
力
の
維
持
、
向

上
を
は
か
り
ま
す
。

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
を
活
性
化

し
、
認
知
症
予
防
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
生
活
習
慣
病
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

高
血
圧
は
認
知
症
発
症
の
危
険
度
を

３
倍
に
も
上
げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
若
い
時
か
ら
血
圧
を
正
常
に
保
っ

て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

65
歳
に
な
っ
て
か
ら
正
常
値
に
戻
っ

て
も
危
険
度
は
下
が
る
こ
と
は
な
く
、

若
い
時
か
ら
血
圧
を
正
常
に
保
っ
て
い

た
人
に
比
べ
る
と
危
険
度
は
10
倍
に
も

上
が
る
と
い
う
研
究
も
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
な
ど
も
認
知
症

の
発
症
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

身
体
の
状
態
を
知
る
た
め
に
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

●
喫
煙
・
飲
酒
を
見
直
す

喫
煙
は
本
数
に
関
係
な
く
１
本
で
も

吸
っ
て
い
る
と
危
険
度
が
上
り
ま
す
！

飲
酒
は
量
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
良
い
食
習
慣
を
心
が
け
る

大
豆
製
品
・
野
菜
・
海
藻
・
乳
製
品
・

魚
を
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

●
良
い
運
動
習
慣
を
心
が
け
る

良
い
生
活
習
慣
（
食
習
慣
・
運
動
習

慣
な
ど
）
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
治
療

が
必
要
な
方
は
し
っ
か
り
治
療
を
受
け

正
常
値
に
保
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

来
月
は
、「
認
知
症
予
防
の
た
め
に

心
が
け
た
い
こ
と
〜
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）

予
防
〜
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

認認
知
症
の
予
防
の
た
め
に
心
が
け
た
い
こ
と

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

〜
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
〜
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●と　き　12月21日　14時～16時
●ところ　地域福祉センター　
要予約・相談時間は１名あたり
30分以内です。（最大４名まで）

※H30年２月にも開催予定です
この事業は赤い羽根共同募金の配分金を利用しています

◆申し込み・問い合わせ先
　三種町社会福祉協議会　
☎83－4861・FAX 83－5115

社協からのお知らせ社協からのお知らせ社協からのお知らせ

認
知
症
の
発
症
に
は
遺
伝
因
子
と
環
境
因
子
が
関
係
し
て
お
り
、
悪
い

生
活
習
慣
が
引
き
金
と
な
っ
て
病
気
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
の
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　もの忘れで困っている方や家族、認知症の方を支えたい
方が集まってお茶を飲みながら交流し、語り合う場です。
どなたでもご参加いただけます。
●と　き　12月21日
　　　　　13：30～15：00
●ところ　琴丘地域拠点センター
●参加費　無料（出入り自由）

※17日の地域福祉フォー
ラムにおいて12：30～
開会まで 「おれんじカ
フェ」 を行います。

おれんじカフェ
認知症になっても地域で暮らすために…

■
各
教
室
共
通
事
項

対

象

お
お
む
ね
65
歳
以
上

持
ち
物

内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物

申
し
込
み

随
時

※
教
室
は
毎
月
１
回
開
催
予
定

時

間

10
時
〜
11
時
30
分
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こ
の
運
動
は
、
夕
暮
れ
時
に
お
け
る
自

動
車
と
自
転
車
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
及

び
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
反
射
材
用

品
の
利
用
を
促
進
し
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
交
通
事
故
防
止
を
徹
底
す
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
指
導
隊
お
よ
び
交
通
安
全
協
会
会

員
の
皆
さ
ん
が
道
路
沿
い
で
ド
ラ
イ
バ
ー

に
幟
旗
を
使
っ
て
周
知
し
た
ほ
か
、
施
設

利
用
者
へ
啓
発
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
反
射
材
、

啓
発
用
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

外
見
か
ら
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
方

が
、
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
、
理
解
や
支
援
が
受
け
や
す
く
な
る
よ
う
、「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

の
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
必
要
な
支
援
を
求
め
る
た
め
の
意
思
表

示
に
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の

配
布
も
行
い
ま
す
。

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
10月中 H29累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数 ０件 １件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 １件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ０件

全県市町村順位（25市町村中）12位（先月14位）↑

４
時
か
ら
ラ
イ
ト
＆

ピ
カ
ッ
と
反
射
材
運
動 

ヘルプマーク

ヘルプカード表面

ヘルプカード裏面

配
布
対
象

　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て

い
る
方
、
心
臓
疾
患
な
ど
の
内
部

障
が
い
や
難
病
の
方
、
発
達
障
が

い
の
方
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
方
。

配
布
日
・
配
布
方
法

12
月
１
日
以
降
、
各
窓
口
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
で
申
込
書
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
配
布
し
ま
す
。（
申
込
書

は
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。）

◆
配
布
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課　

福
祉
係

☎
８
５
―
２
１
９
０

琴
丘
総
合
支
所　

地
域
生
活
係

☎
８
７
―
３
５
１
６

山
本
総
合
支
所　

地
域
生
活
係

☎
８
３
―
２
１
１
５

実
施
中

10
月
30
日
〜
11
月
２
日
の
４
日

間
、
三
種
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

が
「
４
時
か
ら
ラ
イ
ト
＆
ピ
カ
ッ
と

反
射
材
運
動
」
に
伴
う
街
頭
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

ヘルプマーク・ヘルプカードの配布を開始します
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　利用者の利便性向上を図るため、通常大館市、
秋田市、横手市の３市で行っている業務を三種
町でも実施します。
●と　　き １月７日　11：00～16：00
●と こ ろ 八竜改善センター（視聴覚室）
●内　　容 ①会員登録（入会）
 ②お相手検索（個別マッチング事業）
 ③結婚に関する相談
●利用方法　利用希望する本人が、２日前まで
に、あきた結婚支援センター中央センターに
電話で予約してください。（※完全予約制）

◆予約、問い合わせ先
　あきた結婚支援センター中央センター　
　☎018－874－9471（年末年始休業）

縁結びサポーターもイベントのサポートをしています

あ
な
た
の
出
会
い　

応
援
し
ま
す

な
た
の
出
会

応
援

ま
す

三
種
町
結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

三
種
町
結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

●

イ
ベ
ン
ト
事
業

　

町
で
は
、
商
工
会
青
年
部
と
カ
フ
ェ
・
リ
エ
ゾ
ン

の
主
催
に
よ
り
、
４
月
か
ら
４
回
の
出
会
い
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
果
物
狩
り
ツ
ア
ー
、
模
擬
披
露

宴
等
を
実
施
し
、
町
内
外
の
男
女
約
60
名
が
参
加
、

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
今
後
も
開
催
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●

み
た
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
世
話
焼
き
事
業

　

地
域
で
活
動
す
る「
み
た
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
」

が
結
婚
相
談
や
お
見
合
い
等
、
あ
な
た
の
結
婚
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
初
め
は
世
話
焼
き
登
録
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
役
場
企
画
政
策
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

●

み
た
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー

•

大
沢　
　

潔（
十
八
坂
） •

大
石　

正
夫（
中　

嶋
）

•

宮
田　

ミ
チ（
鯉
川
南
） •

児
玉　

睦
子（
川　

尻
）

•

岩
谷　

朝
子（
芦　

崎
） •

岩
谷　

育
子（
芦　

崎
）

•

渡
邊
美
智
子（
槻　

田
） •

今
野　

一
男（
林　

崎
）

•

泉　

美
保
子（
富　

岡
） •

児
玉　

初
枝（
木
戸
沢
）

•

三
浦
真
樹
子（
山　

口
）

※
こ
の
他
に
も
活
動
し
て
い
る
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー

が
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係　

☎
８
５
―
４
８
１
７

　

11
月
12
日
、
東
京
上
野
精
養

軒
で
３
４
０
人
が
出
席
し
て
、

第
９
回
東
京
み
た
ね
会
（
近
藤

誠
貴
会
長
）
の
総
会
・
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
読
売
新
聞
特

別
編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
氏
の

講
演
が
行
わ
れ
、懇
親
会
で
は
、

わ
ら
び
座
・
座
友
の
近
藤
真
行

さ
ん
（
鹿
南
）
に
よ
る
歌
と
踊

り
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催

さ
れ
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
じ
ゅ
ん
さ
い
入
り
だ

ま
こ
鍋
が
振
る
舞
わ
れ
、
郷
土

の
味
と
、
ふ
る
さ
と
談
義
で
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

～ステキな出会い応援します～

あきた結婚支援センター
出張センター　　開設

近藤真行さんによるアトラクション

来年の再会を誓って　万歳三唱

故
郷
に
思
い
を
馳
せ
て

東
京
み
た
ね
会
・

 
 
 
 
 
 

北
海
道
み
た
ね
会

11
月
19
日
に
は
41
人
が
参
加

し
て
、
第
４
回
北
海
道
み
た
ね

会
総
会
（
泉  

冨
美
男
会
長
）

が
、
札
幌
市
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
み
た
ね
会
は
、
道
内

在
住
の
約
70
人
が
所
属
し
て
い

ま
す
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
三
種
町
方
言
劇
同
好
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
方
言
の
か
け
合

い
や
、
出
席
者
有
志
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ふ

る
さ
と
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

広報 みたね
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◆問い合わせ先　保健センター　☎83－5555・FAX 83－3857

こころ通信

こころちゃん〜
心
の
あ
た
た
か
さ
命
の
す
ば
ら
し
さ
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
〜

10
月
22
日
、
町
民
祭
会
場
に
お
い

て
、
心
の
あ
た
た
か
さ
命
の
す
ば
ら
し

さ
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
広
報
み
た
ね
11
月
号
の
こ

こ
ろ
通
信
で
紹
介
し
た
標
語
入
選
作
品

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
の
み
な

さ
ん
へ
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
町
長
な
ら
び
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
共
催
で
あ
る
、
あ
き
た
自
殺
対
策
セ

ン
タ
ー
蜘
蛛
の
糸
佐
藤
理
事
長
か
ら

は
、
自
殺
に
つ
い
て
町
全
体
で
考
え
、

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
町
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
で
は
「
音
楽
は
心
の

栄
養
ド
リ
ン
ク
」
と
題
し
、
日
本
マ
ン

ド
リ
ン
連
盟
東
北
理
事
の
平
丈
恵
さ
ん

と
、
共
演
の
神
原
順
一
さ
ん
に
よ
る
マ

ン
ド
リ
ン
＆
ギ
タ
ー
の
演
奏
、
そ
し
て

安
倍
眞
寿
美
さ
ん
の
朗
読
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
内
は
優
し
い
音
色
と
声

に
包
ま
れ
、
穏
や
か
で
心
あ
た
た
ま
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

フォーラムは町民祭会場で行われました

マンドリン＆ギター演奏

フォ ララムはムはムは町民町民祭会場で行

　地域の中で心の悩みをもつ人に、周りにいる私たちが何かできることはないでしょうか。
　かけがえのない大切な人をみんなで支えるためにはどうしたらいいのか、心の相談活動に
　ついて一緒に学び考え、そして行動できるようになることを目的に講座を開催します。
　心の健康づくりや地域の自殺予防に関心のある方は、ぜひご参加ください。

●対　象　者：心の健康づくりや地域の自殺対策に関心のあ
る方 （過去に受講された方、現在サロン活動
されている方の参加も可）   

●期　　　間 ：12月～１月　全４回
●と　こ　ろ ： 三種町保健センター
●日時・内容　〈時間：１回～３回は13：30～15：30〉
　　　　　　　〈時間：４回目は10：00～〉

受講回数が３回以上の
方には修了証書と　
「こころちゃんバッチ」を
お渡しします。 こころちゃん

を

この講座は、「秋田県
地域自殺対策強化事
業」による補助金を活
用しています。

心のふれあい相談員養成講座

開催日 内　　容 講　　師

〈１回目〉 
12月13日㈬

開講式
大切な人とつながろう
～自分と人とのつながり方～
三種町の自殺の現状について

三種町社会福祉協議会
地域福祉担当
保健センター 保健師

〈２回目〉 
12月20日㈬

講　話
秋田県の自殺対策について
～相談活動から見えること～

ＮＰＯ法人 蜘蛛の糸
理事長
　佐　藤　久　男 氏

〈３回目〉
１月９日㈫

講　話
傾聴について
～聴き方のコツと話し方のコツ～

臨床心理士
　成　田　ひとみ 氏

〈４回目〉
１月16日㈫

閉講式
五城目町サロン活動見学・交流
※サロン活動を勧めるものではありません。

五城目町サロン代表
　北　嶋　悦　子 氏

●参 加 費：無　料
●申込期限：12月12日（火）まで

標語入選作品の
表彰式

平成29年12月 18



農
地
の
貸
し
借
り

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

　

秋
田
県
農
業
公
社
は
、
知
事
か
ら

指
定
を
受
け
農
地
中
間
管
理
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、「
高
齢
化
」
や
「
後

継
者
が
い
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
耕

作
で
き
な
い
農
地
を
農
業
公
社
が
借

り
受
け
、
担
い
手
農
家
に
貸
し
付
け

る
制
度
で
す
。

３
つ
の
安
心

●

お
預
か
り
し
た
農
地
は
、
地
域
の

担
い
手
が
責
任
を
持
っ
て
耕
作
し

ま
す
。

●

契
約
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、
農
地

は
返
却
し
ま
す
。（
継
続
も
可
能
）

●

毎
年
の
賃
料
は
、
公
社
が
直
接
農

地
の
所
有
者
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

今
後
耕
作
で
き
る
か
ど
う
か
不
安

な
農
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

　

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
!!

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
政
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
６

平
成
29
年
度

研
修
日　

10
月
23
日
〜
25
日

研
修
地　

高
知
県

　
「
第
20
回
全
国
農
業
担
い
手

　

サ
ミ
ッ
ト
in
こ
う
ち
」

参
加
者

　

三
種
町
認
定
農
業
者
協
議
会

　
　
　
　

会　

長　

佐
々
木
孝
一

　
　
　
　

副
会
長　

小
山　

俊
一

　
　
　
　

監　

事　

伊
藤　

文
春

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

浩
人

研
修
報
告

　

全
国
か
ら
１
７
０
０
名
が
参
加
し
、
第

20
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
が
皇
太

子
ご
夫
妻
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
高
知
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
の
中
核
と
な
る
べ
き
農
業
者
の
方
が
た
を
先
進
農
業
地

の
優
れ
た
農
家
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
生
産
技
術
等
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
研
修
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地学

◆視察研修
報告書

　三種町認
定農業者協

議会

　【研修地
】　高知県

第20回全
国農業担

い手

サミット
 in こう

ち

三
種
町
農
業
人
材
育
成
事
業
報
告

春野のハウス村　　左側は、トマトハウス。右側は、キュウリハウス

　
「
集
え
！
担
い
手 

動
き
出
せ
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、表
彰
式
、担
い
手
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
パ
ネ
ル
討
議
、
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
か
ら

の
次
世
代
を
担
う
農
業
者
の
育
成
が
中
心

的
話
題
と
な
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
で
し
た
。

　

全
体
会
後
の
交
流
会
で
は
、
全
国
各
地

の
農
業
者
等
と
活
発
な
情
報
交
換
、
情
報

収
集
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
の
現
地
研
修
会
は
高
知
市
春
野
地

域
で
し
た
。
初
め
の
Ｊ
Ａ
き
ゅ
う
り
部
会
で
は
、
高
齢
化

で
リ
タ
イ
ア
す
る
も
の
が
増
え
、
産
地
衰
退
の
危
機
感
か

ら
産
地
提
案
型
の
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
を
始
め
、
成

果
が
出
て
き
て
お
り
、
地
域
活
性
化
に
も
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

次
の
視
察
先
は
、「
ト
マ
ト
の
村
」
と
い
う
法
人
で
、

ト
マ
ト
の
生
産
だ
け
で
な
く
レ
ス
ト
ラ
ン
も
開
設
し
、
新

規
就
農
希
望
者
も
受
け
入
れ
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
課
題
は
管
理
で
き
る
人
材
の
育
成

と
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
研
修
で
高
知
県
で
も
農
業
者
の
高
齢
化
に
伴

い
、
人
材
不
足
、
と
り
わ
け
若
い
新
規
就
農
者
の
確
保
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
県
や
市
が
密
接
に
関
わ
れ
る

か
、
そ
し
て
一
番
重
要
な
の
は
地
元
の
Ｊ
Ａ
で
し
た
。
今

ま
で
の
サ
ミ
ッ
ト
で
も
新
規
受
入
に
成
功
し
て
い
る
所
、

地
域
活
性
と
な
っ
て
い
る
所
は
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
農
業
者
、

行
政
が
強
力
な
タ
ッ
グ
で
取
り
組
ん
で
い
る
所
で
し
た
。

　

過
疎
指
定
７
９
７
市
町
村
の
う
ち
約
12
％
の
市
町
村
が

10
年
か
ら
15
年
ま
で
の
５
年
間
で
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
社
会
増
を
達
成
し
た
こ
と
が
、
国
勢
調
査
の
分
析
で

明
ら
か
に
な
っ
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
の
積
極
的
な
移
住
促
進
策
が
背
景
に
あ
り
、
特

に
鹿
児
島
県
十
島
村
で
は
手
厚
い
営
農
支
援
で
移
住
者
の

増
加
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
三
種
町
で
も
担
い
手
の
確

保
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

（
会
長　

佐
々
木
孝
一
）
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皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
私
事
な
が
ら
10
月
下
旬
か
ら
こ
の

原
稿
を
書
い
て
い
る
11
月
中
旬
ま
で
か

れ
こ
れ
１
か
月
余
り
、
喉
が
痛
ん
で
咳

が
な
か
な
か
止
ま
ら
な
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

風
邪
を
ひ
い
た
か
と
思
っ
て
内
科
を

受
診
し
、そ
の
後
、喉
か
ら
耳
に
も
い
っ

た
の
で
今
度
は
耳
鼻
科
を
受
診
し
、
最

後
は
呼
吸
器
科
に
か
か
り
ま
し
た
。
咳

が
続
く
の
は
本
当
に
つ
ら
い
も
の
で
す
。

　

つ
ら
い
咳
で
す
が
、
一
方
、
咳
は
体

か
ら
不
必
要
な
物
を
除
去
す
る
防
御
機

構
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
の
ど
や
気

管
・
気
管
支
に
炎
症
が
あ
っ
て
痰
な
ど

分
泌
物
が
増
加
し
て
い
る
場
合
や
、
外

界
か
ら
刺
激
物
質
や
異
物
が
吸
入
さ
れ

た
場
合
に
、
咳
は
そ
れ
ら
を
排
除
す
る

た
め
の
神
経
反
射
と
し
て
起
こ
る
運
動

だ
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
つ
ら
い
咳

で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
間
が
体
を
維
持

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
精
緻
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

こ
う
考
え
る
と
コ
ン
コ
ン
す
る
咳
も

「
頑
張
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

お
礼
を
言
い
た
く
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
広
報
「
み
た
ね
」
先
月

号
で
は
「
町
長
へ
の
提
言
」
用
紙
が

入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ひ
と
月
の
間
に

11
名
の
方
が
た
か
ら
ご
意
見
・
ご
要

望
・
お
叱
り
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
所
・
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

と
必
ず
回
答
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
は
大
部
分
が
匿
名
で
し
た
の

で
お
返
事
を
差
し
上
げ
る
こ
と
は
か
な

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
い
た
だ
い

た
内
容
は
全
て
関
係
す
る
課
に
周
知
を

し
、
回
答
を
作
成
し
保
管
し
て
お
り
ま

す
。
回
答
は
出
せ
な
い
も
の
の
き
ち
ん

と
町
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
て
保

管
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
改
め
て
「
町
長
へ
の
提
言
」

を
開
始
し
た
頃
か
ら
の
７
年
分
の
提
言

を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
提
言
は
私
自
身
が
必
ず
封

を
開
け
、
回
答
の
要
旨
を
大
ま
か
に
私

か
ら
各
課
長
へ
メ
モ
書
き
で
指
示
し
、

各
課
で
さ
ら
に
肉
付
け
し
た
上
で
回
答

文
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
提
言
は
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
私
自
身

用
と
し
て
も
一
冊
に
し
て
保
管
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
の
生
の
声
を
こ

れ
か
ら
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

で
き
る
も
の
は
す
ぐ
や
っ
て
い
き
ま

す
し
、
す
ぐ
は
出
来
な
く
と
も
町
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
時
間
が

か
か
っ
て
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
最
近
、
共
感

し
て
い
る
言
葉
に
「
親
孝
行
で
き
る
地

域
づ
く
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

宮
城
県
選
出
の
小
野
寺
五
典
防
衛
大
臣

の
言
葉
で
す
。
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
「
ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
、
お
年
寄
か

ら
孫
に
い
た
る
ま
で
家
族
が
一
緒
に
住

む
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
で
し
た
。
い
つ

か
ら
か
そ
れ
が
出
来
な
く
な
り
、
な
ぜ

そ
う
な
っ
て
き
た
の
か
？
（
以
下
略
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
３
世

代
同
居
の
家
庭
は
本
町
で
も
普
通
に
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
今
や
少
数
派
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
昔
と
言
っ
て
も
ほ
ん

の
20
年
前
で
す
が
、
米
価
が
良
か
っ
た

頃
、
秋
の
米
代
金
は
地
域
経
済
を
潤
し

た
ば
か
り
で
な
く
世
帯
所
得
を
押
し
上

げ
る
力
が
あ
っ
た
の
で
す
。
じ
い
ち
ゃ

ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
年
金
と
息
子
夫
婦

の
収
入
と
米
代
金
で
そ
こ
そ
こ
の
生
活

が
出
来
る
よ
う
な
世
帯
所
得
が
あ
っ
た

の
で
す
。
世
帯
所
得
の
増
加
、
古
く
て

新
し
い
課
題
で
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
で

す
。
皆
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
管
理

に
充
分
に
気
を
つ
け
て
お
元
気
で
お
過

ご
し
下
さ
い
。

町
長　

三　

浦　

正　

隆

続　
「
こ
の
頃
思
う
こ
と
」
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皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
私
事
な
が
ら
10
月
下
旬
か
ら
こ
の

原
稿
を
書
い
て
い
る
11
月
中
旬
ま
で
か

れ
こ
れ
１
か
月
余
り
、
喉
が
痛
ん
で
咳

が
な
か
な
か
止
ま
ら
な
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

風
邪
を
ひ
い
た
か
と
思
っ
て
内
科
を

受
診
し
、そ
の
後
、喉
か
ら
耳
に
も
い
っ

た
の
で
今
度
は
耳
鼻
科
を
受
診
し
、
最

後
は
呼
吸
器
科
に
か
か
り
ま
し
た
。
咳

が
続
く
の
は
本
当
に
つ
ら
い
も
の
で
す
。

つ
ら
い
咳
で
す
が
、
一
方
、
咳
は
体

か
ら
不
必
要
な
物
を
除
去
す
る
防
御
機

構
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
の
ど
や
気

管
・
気
管
支
に
炎
症
が
あ
っ
て
痰
な
ど

分
泌
物
が
増
加
し
て
い
る
場
合
や
、
外

界
か
ら
刺
激
物
質
や
異
物
が
吸
入
さ
れ

た
場
合
に
、
咳
は
そ
れ
ら
を
排
除
す
る

た
め
の
神
経
反
射
と
し
て
起
こ
る
運
動

だ
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
つ
ら
い
咳

で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
間
が
体
を
維
持

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
精
緻
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
う
考
え
る
と
コ
ン
コ
ン
す
る
咳
も

「
頑
張
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

お
礼
を
言
い
た
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
広
報
「
み
た
ね
」
先
月

号
で
は
「
町
長
へ
の
提
言
」
用
紙
が

入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ひ
と
月
の
間
に

11
名
の
方
が
た
か
ら
ご
意
見
・
ご
要

望
・
お
叱
り
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
所
・
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

と
必
ず
回
答
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
は
大
部
分
が
匿
名
で
し
た
の

で
お
返
事
を
差
し
上
げ
る
こ
と
は
か
な

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
い
た
だ
い

た
内
容
は
全
て
関
係
す
る
課
に
周
知
を

し
、
回
答
を
作
成
し
保
管
し
て
お
り
ま

す
。
回
答
は
出
せ
な
い
も
の
の
き
ち
ん

と
町
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
て
保

管
し
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
改
め
て
「
町
長
へ
の
提
言
」

を
開
始
し
た
頃
か
ら
の
７
年
分
の
提
言

を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
提
言
は
私
自
身
が
必
ず
封

を
開
け
、
回
答
の
要
旨
を
大
ま
か
に
私

か
ら
各
課
長
へ
メ
モ
書
き
で
指
示
し
、

各
課
で
さ
ら
に
肉
付
け
し
た
上
で
回
答

文
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
提
言
は
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
私
自
身

用
と
し
て
も
一
冊
に
し
て
保
管
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
の
生
の
声
を
こ

れ
か
ら
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

で
き
る
も
の
は
す
ぐ
や
っ
て
い
き
ま

す
し
、
す
ぐ
は
出
来
な
く
と
も
町
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
時
間
が

か
か
っ
て
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
最
近
、
共
感

し
て
い
る
言
葉
に
「
親
孝
行
で
き
る
地

域
づ
く
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

宮
城
県
選
出
の
小
野
寺
五
典
防
衛
大
臣

の
言
葉
で
す
。
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
「
ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
、
お
年
寄
か

ら
孫
に
い
た
る
ま
で
家
族
が
一
緒
に
住

む
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
で
し
た
。
い
つ

か
ら
か
そ
れ
が
出
来
な
く
な
り
、
な
ぜ

そ
う
な
っ
て
き
た
の
か
？
（
以
下
略
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
３
世

代
同
居
の
家
庭
は
本
町
で
も
普
通
に
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
今
や
少
数
派
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
昔
と
言
っ
て
も
ほ
ん

の
20
年
前
で
す
が
、
米
価
が
良
か
っ
た

頃
、
秋
の
米
代
金
は
地
域
経
済
を
潤
し

た
ば
か
り
で
な
く
世
帯
所
得
を
押
し
上

げ
る
力
が
あ
っ
た
の
で
す
。
じ
い
ち
ゃ

ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
年
金
と
息
子
夫
婦

の
収
入
と
米
代
金
で
そ
こ
そ
こ
の
生
活

が
出
来
る
よ
う
な
世
帯
所
得
が
あ
っ
た

の
で
す
。
世
帯
所
得
の
増
加
、
古
く
て

新
し
い
課
題
で
す
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
で

す
。
皆
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
管
理

に
充
分
に
気
を
つ
け
て
お
元
気
で
お
過

ご
し
下
さ
い
。

町
長

三　

浦　

正　

隆

続　
「
こ
の
頃
思
う
こ
と
」」
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２
０
１
３
年
４
月
、
両
国
国
技

館
で
メ
キ
シ
コ
出
身
の
ガ
マ
リ
エ

ル
・
デ
ィ
ア
ス
に
勝
利
し
第
33
代

Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ザ
ー

級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
三
浦
隆
司
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
度
の
防
衛
を
果
た

し
、
町
民
に
た
く
さ
ん
の
夢
と
希

望
を
く
れ
た
三
浦
さ
ん
の
引
退
記

者
会
見
と
引
退
慰
労
会
が
11
月
５

日
に
砂
丘
温
泉
ゆ
め
ろ
ん
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
で
三
浦
選
手
は
、
14

年
間
の
ボ
ク
シ
ン
グ
人
生
を
振
り

返
り
、「
最
高
の
ボ
ク
シ
ン
グ
人

生
で
し
た
。
後
悔
は
な
い
し
、
本

当
に
や
り
き
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
三
種
町
の
皆
さ
ん
の

応
援
が
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
へ
の

大
き
な
活
力
に
な
り
ま
し
た
。
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
故

郷
三
種
町
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
し
、

４
月
か
ら
は
秋
田
に
帰
っ
て
き
て

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
わ
る
よ
う

な
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
今
後
の

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

引
退
慰
労
会
は
ボ
ク
シ
ン
グ
関

係
者
や
三
浦
隆
司
後
援
会
の
皆
さ

ん
約
１
２
０
人
が
参
加
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
、
成
田
仙
則
後
援
会
長

は
「
引
退
は
残
念
で
す
が
、
本
人

が
真
剣
に
考
え
て
決
め
た
こ
と
。

た
く
さ
ん
の
感
動
と
勇
気
を
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
ト
レ
ー
ナ
ー

の
葛
西
裕
一
さ
ん
は
じ
め
、
同
門

の
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
粟
生

隆
寛
さ
ん
、
佐
藤
洋
太
さ
ん
、
元

４
階
級
王
者
ミ
ゲ
ー
ル
・
コ
ッ
ト

選
手
と
世
界
で
戦
っ
た
亀
海
喜
寛

さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
三
浦
選
手
の

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

夢と感動を夢と感動を
　ありがとう！　ありがとう！

第第
3333
代
Ｗ
Ｂ
Ｃ

代
Ｗ
Ｂ
Ｃ

世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ザ
ー
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ザ
ー
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

三
浦
隆
司
選
手
引
退
慰
労
会

三三三三三三三三三三
浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦
隆隆隆隆隆隆隆
司司司司司
選選選選
手
引引引
退退退退退退
慰慰慰慰慰慰
労労労労労労労労労労労労
会会会会会会会会会会

サプライズ！
元世界チャンピオンたちも駆けつけました。
左から粟生隆寛さん、三浦隆司さん、葛西裕
一さん、佐藤洋太さん、亀海喜寛さん

慰労会に駆け付けた金足農業高校ボクシング部
◆前キャプテン　佐々木蓮さん（３年）
　三浦選手を目標にボクシングを始めました。
卒業して就職してからも三浦選手を見習って
頑張りたいです。
◆現キャプテン　石野翔太さん（２年）
　三浦選手はじめ先輩達の跡を受け継ぎ、部
員一丸となって頑張ります！個人ではイン
ターハイベスト４以上を目指します！

圧巻の左　V４達成！圧巻の左　V４達成！
No.111　2015年６月号No.111　2015年６月号

V３！　王者の貫禄V３！　王者の貫禄
No.106　No.106　2015年1月号2015年1月号

初防衛に成功！初防衛に成功！
No.99　2014年２月号No.99　2014年２月号

一挙魂誇　世界チャンピオン誕生一挙魂誇　世界チャンピオン誕生
No.86　2013年５月号No.86　2013年５月号

三浦先輩、おつ

三浦先輩、おつかれさまでした

かれさまでしたBOMBER!
BOMBER!

世界チャンピオン　三 浦 隆 司世世世世世世世世世世世世世世世世世世世界界界界界界界界界界界界界界界界界界チチチチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンピピピピピピピピピピピピピピピピピピピオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンンンンンンンンンンンンン　三三三三三三三三三三三三三三三三三 浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦 隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆 司司司司司司司司司司司司司司司司司司広報みたねで振り返る
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▲外でたべるのも「おいしい！」

▲住民の防災意識の高揚に

▲気が引き締まる訓練

▲フリーマーケット大盛況

　

浜
口
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
日
向

山
を
語
り
、地
域
の
交
流
を
図
ろ
う
と
、

10
月
28
日
、
浜
口
地
区
館
で
日
向
山
を

味
わ
う
会
（
森
山
大
輔
会
長
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
20
名
ほ
ど
で
、

だ
ま
こ
鍋
を
囲
み
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

食
後
は
、
釜
谷
集
落
避
難
所
ま
で
の

道
の
り
を
、
地
域
の
自
然
や
神
社
の
由

来
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
散
策
し
ま
し

た
。

　

森
山
会
長
は
、「
地
域
の
大
人
た
ち

と
の
交
流
や
体
験
で
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
知
恵
を
継
承
し
て
ほ
し
い
。」

と
、
年
に
数
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
シ
ン
ボ
ル

　

日
向
山
を
語
ろ
う

　

11
月
６
日
、八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

三
種
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
床
田
昭

治
会
長
）
主
催
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
知
的
障
が
い

児
・
者
と
地
域
住
民
が
交
流
し
、
一
つ

の
輪
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
10
周
年
と
な
る
今
年

は
、
出
店
者
や
民
生
委
員
は
じ
め
運
営

に
協
力
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
長
年
の
感

謝
の
意
を
込
め
て
、
床
田
会
長
よ
り
紅

白
餅
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
雑
貨
類
、
手
作
り
お
菓
子

等
多
種
多
様
な
商
品
が
所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

11
月
５
日
、
八
竜
浜
田
地
区
で
三
種

町
消
防
団
に
よ
る
駆
付
け
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間

（
11
月
５
日
〜
11
日
）
の
初
日
に
八
竜

地
域
の
消
防
団
に
よ
る
、
火
災
が
発
生

し
延
焼
拡
大
を
想
定
し
た
訓
練
で
、
消

防
水
利
の
手
薄
な
地
区
へ
の
対
応
と
消

防
の
防
御
体
制
の
強
化
、
機
械
器
具
取

扱
い
の
技
術
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
消
防
車
両
15
台
・
消
防

団
員
75
人
が
参
加
し
、
本
番
さ
な
が
ら

の
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
消
火
訓
練

に
あ
た
り
、
火
災
の
際
の
ポ
ン
プ
操
作

と
動
作
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
内
鯉
川
自
治
会
（
田
中

勉
会
長
）
主
催
に
よ
る
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
た
訓
練
で

は
、
地
震
・
大
雨
に
加
え
、
ミ
サ
イ
ル

発
射
な
ど
の
災
害
や
異
常
事
態
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
と
消
防
団
員
に
よ
る
消

火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人

工
呼
吸
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
な
ど
の
実
技
も
三
種
消
防
署
員
か

ら
教
わ
り
ま
し
た
。

　

年
々
、
防
災
に
対
し
て
の
地
区
住
民

の
関
心
が
高
く
、
内
鯉
川
住
民
の
約
６

割
と
な
る
70
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
防
災

や
避
難
へ
の
取
り
組
み
を
地
域
住
民
で

確
認
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

駆
付
け
訓
練

内
鯉
川
自
治
会
防
災
訓
練
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▲家族連れも楽しみました
　三種町　新・元気づくり支援事業

▲石井漠の踊りを再現！（森岳小児童）

　

11
月
12
日
、
三
種
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実

行
委
員
会
（
岩
谷
作
一
委
員
長
）
主
催

で
山
形
県
の
劇
団
菜
の
花
座
を
迎
え

た
「
ニ
ャ
ン
婆
と
時
之
助
」
公
演
が
山

本
ふ
る
さ
と
文
化
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
岩
谷
委
員
長
が
菜
の
花
座
の
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
、
三
種
町
に
お
招
き
し

た
い
と
の
思
い
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

公
演
は
飼
い
猫
「
時
之
助
」
と
飼
い

主
「
ニ
ャ
ン
婆
」
と
の
暮
ら
し
ぶ
り
や

そ
れ
を
取
り
巻
く
ネ
コ
た
ち
や
ネ
ズ
ミ

の
や
り
取
り
、
ま
た
人
と
の
関
わ
り
を

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
舞
台
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

約
２
7
０
人
の
観
客
た
ち
は
、
歌
あ

り
ダ
ン
ス
あ
り
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

お
芝
居
と
歌
と
ダ
ン
ス
で

楽
し
む
芸
術
の
秋

　

10
月
26
日
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

嶋
田
裕
介
さ
ん
・
未
希
さ
ん
（
木
戸

沢
）
の
悠ゆ
う
じ
ろ
う

仁
郎
ち
ゃ
ん
（
６
月
５
日
生

ま
れ
）
で
す
。

　
「
笑
顔
が
た
え
な
い
、
思
い
や
り
が

あ
る
子
」
に
育
っ
て
欲
し
い
と
、
我
が

子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

11
月
５
日
、
旧
上
岩
川
小
学
校
利
活

用
協
議
会
（
渡
邊
俊
吉
会
長
）
主
催
に

よ
る
落
語
会
が
上
岩
川
地
域
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
秋
の
農
繁
期
後
に
何
か

を
楽
し
む
会
と
し
て
、
３
代
目
秋
田
県

住
み
ま
す
芸
人
の
「
桂
三
河
」
さ
ん
を

お
招
き
し
た
落
語
会
を
企
画
し
ま
し

た
。

　

三
河
さ
ん
は
、
県
内
旧
69
市
町
村
落

語
巡
り
を
実
施
中
で
、
今
回
が
ち
ょ
う

ど
折
り
返
し
の
35
か
所
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
古
典
落
語
「
秘
伝
書
」
と

「
真
心
サ
ー
ビ
ス
お
じ
ん
タ
ク
シ
ー

（
作
：
桂
三
枝
）」
が
披
露
さ
れ
、
地
区

内
外
の
約
60
人
が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

で
、
第
２
回
石
井
漠
・
土
方
巽
記
念
国

際
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
踊
る
。

秋
田
２
０
１
７
三
種
町
公
演
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
漠
記
念
創
作
舞
踏
団
（
主
宰

石
井
登
氏　

東
京
）、
た
な
は
し
あ
ゆ

こ
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
（
主
宰　

棚
橋
鮎

子
氏　

能
代
市
）
の
皆
さ
ん
が
、
石
井

漠
の
作
品
を
中
心
に
表
情
豊
か
な
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

公
演
の
最
後
は
、
森
岳
小
学
校
児
童

９
人
が
「
水
泳
日
本
」
を
披
露
。
こ
の

日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
踊
り

を
コ
ー
ル
や
ま
も
と
の
皆
さ
ん
に
よ
る

合
唱
に
あ
わ
せ
て
元
気
に
披
露
し
、
会

場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

▲笑いがうずまく会場

健
や
か
な
成
長
を

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈

秋
田
県
住
み
ま
す
芸
人

「
桂　

三さ
ん
河が

さ
ん
」
落
語
会

郷
土
の
偉
人

　

石
井
漠
を
継
承
し
て

悠仁郎ちゃん悠仁郎ちゃん

第15回「あきたふるさと第15回「あきたふるさと
手作りＣＭ大賞」放送手作りＣＭ大賞」放送
　三種町もエントリーした
ふるさとCMが放送されます！
●放送日予定日
　　12月９日（土）
　　16時～17時30分
●放送局
　　ＡＡＢ秋田朝日放送

ご覧ください！

広報 みたね
mitane town

23



生涯学 習通信 12月号

オープニング

下岩川小学校

琴丘小学校

湖北小学校

代表児童感想発表

11
月
10
日
、
あ
す
の
三
種
を
創

る
協
会
主
催
（
岡
部
昭
治
会
長
）

の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
が
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
な
花
だ
ん
づ
く
り
に
努
力

さ
れ
ま
し
た
団
体
・
個
人
に
賞
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
後
に
は
、
志
戸
橋
老
人
ク

ラ
ブ
七
星
会
、
浜
鯉
川
磯
前
ク
ラ

ブ
に
よ
る
実
践
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

【
大
規
模
花
だ
ん
の
部
】

八
竜
中
学
校
・
浜
口
小
学
校
・

湖
北
小
学
校
・
鵜
川
農
水
会
・

久
米
岡
環
境
保
全
隊
・
天
瀬
川

婦
人
会
・
浜
鯉
川
磯
前
ク
ラ

ブ
・
新
屋
敷
新
珠
会
・
達
子
常

楽
会

【
小
規
模
花
だ
ん
の
部
】

志
戸
橋
老
人
ク
ラ
ブ
七
星
会
・

泉
八
日
桜
の
会

【
個
人
の
部
】

進
藤
令
子
・
岡
部
柳
子

賞

最
優
秀

花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式

平成29年度

児童による司会

　

11
月
16
日
、「
三
種
町
ふ
る
さ
と
学

習
交
流
会
」
が
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
の
活
動
内
容
を
発
表
し
あ

い
、
学
び
合
う
機
会
と
し
て
、
昨
年
に

続
き
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
長
信
田
太
鼓
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
、
下
岩
川
小
学

校
、
湖
北
小
学
校
、
琴
丘
小
学
校
の
児

童
が
学
習
の
成
果
を
元
気
に
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ま
も

詰
め
か
け
、
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
聴

い
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会

学
習
交
流
会
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11
月
３
日
〜
５
日

に
か
け
て
大
館
市
で

開
催
さ
れ
た
第
９
回

秋
田
県
秋
季
軟
式
野

球
大
会
に
山
本
中
学

校
が
出
場
し
２
年
連

続
の
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　

決
勝
戦
は
仙
北
中

学
校
と
対
戦
し
、
１

―
０
の
接
戦
を
制
し

ま
し
た
。

　

来
年
の
大
会
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合

功
労
者
表
彰

　

11
月
９
〜
10
日
に
茨

城
県
つ
く
ば
市
で
行
わ

れ
た
第
58
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究

協
議
会
茨
城
大
会
に

て
、
畠
山
篤
美
氏
が
永

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
連
合
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
、
町
内
３
駅
と
３

中
学
校
で
、
あ
っ
た
か
声
か
け

運
動
（
青
少
年
育
成
三
種
町
民

会
議
主
催
・
新
堀
賢
一
会
長
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
人
か
ら

進
ん
で
青
少
年
に
声
を
か
け
る

場
を
設
け
、
青
少
年
育
成
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
生
徒

達
は「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
な
挨
拶
を
交
わ
し
て
い

ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
下
岩
川
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ

ん
が
、
三
村
作
美
さ
ん
（
達
子
）
指
導
の
元
手

作
り
の
ベ
ン
チ
を
達
子
自
治
会
に
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

総
合
的
学
習
の
時
間
の
一
環
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
、
学
校
に
隣
接
す
る
「
い
こ
い
の
森
」

か
ら
切
り
出
し
た
木
材
を
使
っ
て
１
学
期
か
ら

取
り
組
み
は
じ
め
、
釘
打
ち
や
ペ
ン
キ
塗
り
を

し
て
６
台
の
ベ
ン
チ
を
作
成
し
、
２
台
を
集
落

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
大
達
子
バ
ス
停
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

木
材
の
提
供
や
製
材
な
ど
、
多
く
の
地
域
の

人
た
ち
か
ら
の
協
力
で
出
来
上
が
っ
た
ベ
ン
チ

で
、
子
供
た
ち
は
、「
地
域
の
み
ん
な
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

心
も
体
も
あ
っ
た
か
声
か
け
運
動

　

10
月
26
日
、「
よ
う
こ
そ

先
輩
〜
三
種
バ
ー
ジ
ョ
ン

〜
」
が
琴
丘
総
合
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
町

に
ゆ
か
り
の
あ
る
社
会
人
を

講
師
に
迎
え
て
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
日
本

経
済
新
聞
社
編
集
局
映
像
報

道
部
記
者
の
鎌
田
倫
子
氏
が

「
七
転
び
八
起
き
〜
ふ
る
さ

と
で
学
ん
だ
こ
と
〜
」
と
題

し
て
町
内
中
学
生
に
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

祝

講演会

山
本
中
学
校
全
県
優
勝

山
本
中
学
校
全
県
優
勝

下
岩
川
小
学
校
３
年
生
が

下
岩
川
小
学
校
３
年
生
が

手
作
り
ベ
ン
チ
を
寄
贈

手
作
り
ベ
ン
チ
を
寄
贈

ようこそようこそ
先輩
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●

期　

間　

１
月
10
日
（
水
）

〜
２
月
28
日
（
水
）

（
毎
週
水
曜
日
・
全
８
回
）

19
時
〜
20
時
45
分

●

会　

場　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

●

講　

師　

猿
田
英
男
先
生

（
能
代
市
在
住
）

●

持
ち
物　

底
に
金
具
の
付
い
て
い

な
い
ズ
ッ
ク
等

●

申
込
み　

ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
。
八
竜
体
育
館
（
☎

８
５
―
２
９
３
０
）
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
開
催
中

は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

参
加
料　

１
人
１
，０
０
０
円

◆
問
合
せ
先

　

八
竜
地
域
Ｓ
Ｃ
事
務
局　

永
尾

　

☎
８
７
―
２
２
２
２

★
適
度
な
全
身
運
動
で
健
康
維

持
に
つ
な
が
る
。

★
姿
勢
が
良
く
な
る
。

★
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
る
。

な
ど
な
ど
…

社
交
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集

　11月23日、琴丘地域拠点センターで、平成29年度おはよ
うジョギング体操100日突破者の表彰式が行われました。
　おはようジョギング体操は、昭和56年から始まり今年で
37年目となります。今年度の100日突破者は88名で、通算
10年突破者が５名、20年突破者が２名、25年突破者が２名、
小学校６年連続突破者が２名でした。

・通算10年突破者
田　中　禮　子（内鯉川）
柴　田　奈那美（鹿　中）
柴　田　るみ子（鹿　中）
近　藤　孝　昭（鹿　中）
青　山　洋　子（鹿　北）

おはようジョギング体操 100日突破者88名

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

●

最
優
秀
賞

・
加　

藤　

優　

雅
（
湖
北
小
３
年
）

●

優
秀
賞

・
田　

森　

萌　

果
（
湖
北
小
１
年
）

・
田　

森　

啓　

太
（
湖
北
小
２
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

●

最
優
秀
賞

・
及　

位　

悠　

生
（
湖
北
小
４
年
）

●

優
秀
賞

・
熊　

谷　

彩　

未
（
浜
口
小
６
年
）

・
笠　

原　

栞　

奈
（
湖
北
小
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】

●

最
優
秀
賞

・
日　

諸　

莉　

瑚
（
八
竜
中
２
年
）

・
牧　

野　

涼　

哉
（
八
竜
中
３
年
）

●

優
秀
賞

・
金　

子　

匠　

磨
（
山
本
中
１
年
）

【
高
校
生
・
一
般
の
部
】

●

最
優
秀
賞

・
小　

沢　

美
紀
代
（
山
本
）

●
優
秀
賞

・
村　

田　

令　

子
（
八
竜
）

・
三　

浦　

國　

子
（
山
本
）

　

11
月
17
日
、
第
15
回
北
涯
俳
句
大
会
表

彰
式
が
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
外
か
ら
８
８
７
句
の
応
募
が
あ
り

優
秀
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

【
小
学
校
低
学
年
ペ
ア
の
部
】

●

最
優
秀
賞

・
相　

原　

颯　

太
（
湖
北
小
１
年
）

　

相　

原　

真
奈
美

●

優
秀
賞

・
荒　

谷　

雪　

乃
（
浜
口
小
３
年
）

　

荒　

谷　

信　

吾

・
伊　

藤　

大　

輝
（
湖
北
小
２
年
）

　

伊　

藤　

寛　

子

【
小
学
校
高
学
年
ペ
ア
の
部
】

●

最
優
秀
賞

・
相　

澤　

桜　

花
（
湖
北
小
４
年
）

　

相　

澤　

美
由
紀

●

優
秀
賞

・
三　

浦　

愛　

蓮
（
湖
北
小
４
年
）

　

三　

浦　
　
　

結

・
畠　

山　

想　

叶
（
湖
北
小
６
年
）

　

畠　

山　

千　

明

【
愛
好
者
の
部
】

●

第
１
位

・
岡　

部　

い
さ
む
（
秋
田
市
）

●

第
２
位

・
三　

浦　

静　

佳
（
三
種
町
）

●

第
３
位

・
塚　

本　

佐　

市
（
能
代
市
）

平
成
29
年
度

・通算20年突突破者
鎌　田　トミヱ（鹿　南）
小　玉　ハ　キ（鹿　北）

・通算25年突突破者
小　玉　一　雄（天瀬川）
野呂田　正　彦（内鯉川）

北
涯
俳
句
大
会
受
賞
者

・小学校６年連続突破者
小　玉　羽　竜（天瀬川）
柴　田　奈那美（鹿　中）

・平成29年度ラジオ体操優良団体等表彰彰彰彰彰彰彰
東北地方表彰　近　藤　末　吉（鹿　南）
秋田県表彰　斉　藤　芙美子（鹿　北）

平成29年12月 26



● 教育委員会
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

12月のスポーツ行事・文化行事
月　　日 大　　会　　名  （ 競 技 名 ） 場　　　所

12月２日～３日 第２回森岳温泉杯ミニバスケットボール招待大会 山 本 体 育 館
12月３日 第７回三種町ミニテニス交流大会 八 竜 体 育 館
12月23日～24日 ウィンターキャンプ2017（高校男女バスケットボール） 琴丘総合体育館・山本体育館
12月30日 スポーツ少年団野球教室 ゆ め す た

平
成
30
年

新
年
書
き
初
め
大
会

　

新
年
の
書
道
上
達
を
祈
願
す
る
と
共

に
、
三
種
町
の
文
化
向
上
の
一
環
と
し
て

次
の
と
お
り
「
新
年
書
き
初
め
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
30
年
１
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
〜
15
時

会　

場　

山
本
公
民
館

対　

象　

町
内
小
中
学
生

※
詳
細
及
び
申
込
み
に
関
し
て
は
、
各
学

校
か
ら
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　

生
涯
学
習
係　

☎
８
７
―
２
１
１
３

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
み
た
ね
11
月
号
の
せ
せ
ら
ぎ
「
三
種
町

ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
文
中
に
表
記

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

好
記
録
賞　
（
正
）　

髙
松　

璃
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

祐
太

　
　
　
　
　
　
　
（
誤
）　

高
松　

璃
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

裕
太

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
す
る
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
後
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。

日　

時　

12
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
（
開
場
９
時
30
分
）

会　

場　

山
本
公
民
館

参
加
費　

無
料
（
飲
み
物
や
お
や
つ
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
）

内　

容　

・
紙
芝
居
や
小
学
生
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

・
着
ぐ
る
み
劇
「
３
匹
の
こ
ぶ
た
」

・
手
作
り
体
験「
自
然
物
で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
つ
く
ろ
う
」

・
サ
ン
タ
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
お
楽
し
み
！

　

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

山
本
公
民
館　

☎
８
３
―
２
３
５
４

【 

京
都
選
手
団
の
方

か
ら
の
お
便
り 

】

　

先
日
、
三
種
町
で

開
催
さ
れ
た
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
競
技
に
出

場
し
、
貴
小
学
校
の

田
森
脩
也
さ
ん
か
ら
激
励
の
絵
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
か
わ
い
く
「
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
、
け
が
の
な
い
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
絵
を
励
み
に
頑
張
り
ま
し
た
。

〜
中
略
〜　

今
回
、
三
種
町
を
見
て

回
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
、

と
て
も
残
念
で
す
。
で
も
、
田
森
脩

也
さ
ん
の
激
励
の
絵
や
町
の
皆
さ
ん

の
親
切
さ
を
見
る
と
、
三
種
町
は
素

晴
ら
し
い
町
だ
と
想
像
で
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

良
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

湖
北
小
学
校
の
皆
さ
ん
、
元
気
で

何
事
に
も
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
皆
様
に
す
ば
ら
し
い
未

来
が
待
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
〈
京
都
府
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
選
手

　

青
木　

勝
弘 

様
よ
り
〉

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
「
心
を
こ
め

た
絵
と
言
葉
」
が
、
全
国
の
選
手
に

感
動
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。

  

三
種
町
と
子
ど
も
た
ち
の
す
ば
ら

し
さ
を
十
分
に
伝
え
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。

（
湖
北
小
学
校 
校
長　

斎
藤　

猛
満
）

いいとこ み～つけた

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
で
の
感
動

こ
ほ
っ
く
ん

湖
北
小
学
校
を
支
え
る

「
勇
気
」
の
シ
ン
ボ
ル

せ
き
ぜ
ん
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん

「
や
さ
し
さ
」
と
「
協
力
」

の
シ
ン
ボ
ル

クリスマス会のご案内

第10回 読み聞かせグループ
「あのねのね」

広報 みたね
mitane town
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年金
だより

国民年金の種類

第１号被保険者 自営業や農業・漁業の方とその配偶者、20歳以上の学生、フリーターの方等が対象となり、
加入や種別変更の手続きは、役場の国民年金担当窓口で行います。

第２号被保険者 会社や官公庁にお勤めの方など、厚生年金に加入している方が対象になります。
加入手続きは、会社や官公庁が行います。

第３号被保険者 第２号被保険者に扶養されている配偶者の方が対象となり、届出は、配偶者の勤務先を通
じて行います。

役場で手続き可能な種別変更となるケース
第２号被保険者から
第１号被保険者になる場合

第２号被保険者が退職されると第１号被保険者となります。ただし、第３号
被保険者になる場合は役場での手続きはありません。

第３号被保険者から
第１号被保険者になる場合

配偶者の方が退職されたり、第３号被保険者の方の収入の増加などで配偶者
の扶養から外れた場合に第１号被保険者となります。

秋田年金事務所では予約制による年金相談を実施しています

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

国民年金種別変更について
　国民年金制度では、国内に居住する20歳以上60歳未満までのすべての方に
加入が義務付けられています。国民年金の種類は次の３つに分かれており、
届出は加入時だけでなく、種別が変わったときにも必要です。

　種別変更の届出を忘れると、年金が受け取れないこともあります。手続きは、年金手帳を添えてその
都度忘れずに行いましょう。

　年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通知書などの他、相談
者本人であることを確認できるものをご持参のうえ、予約時間までにお越しいただき総合案内にお申し
出ください。なお、代理の方がご相談に来られる際には、委任状及び代理人である身分証（免許証等）
が必要となります。

■予約時間帯
　平　　　日　８：30～11：30

14：30～16：30
　第２土曜日　13：30～15：00
※予約状況により、ご希望の日時を調整
させていただく場合がありますので、
あらかじめご了承ください。

■予約申し込み方法
　年金相談のご予約は、相談希望日１か月前から相談希望日前日まで、お電話又は年金相談窓口でお
受けいたしております。また、ご予約を受け付ける際には、『基礎年金番号』『相談者氏名』『電話番号』
『相談内容』等について確認させていただきます。

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018ー865ー2392　健康推進課国保年金係　☎0185ー85ー2137　
　  琴丘総合支所地域生活係　☎0185ー87ー3516　山本総合支所地域生活係　☎0185ー83ー2115

広告

◆ 予約申し込み電話番号 ◆
018－865－2379（秋田年金事務所 お客様相談室）

※予約の受付時間は平日８：30～17：00です。
（12月28日～１月３日を除く）
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国民年金の種類

第１号被保険者 自営業や農業・漁業の方とその配偶者、20歳以上の学生、フリーターの方等が対象となり、
加入や種別変更の手続きは、役場の国民年金担当窓口で行います。

第２号被保険者 会社や官公庁にお勤めの方など、厚生年金に加入している方が対象になります。
加入手続きは、会社や官公庁が行います。

第３号被保険者 第２号被保険者に扶養されている配偶者の方が対象となり、届出は、配偶者の勤務先を通
じて行います。

役場で手続き可能な種別変更となるケース
第２号被保険者から
第１号被保険者になる場合

第２号被保険者が退職されると第１号被保険者となります。ただし、第３号
被保険者になる場合は役場での手続きはありません。

第３号被保険者から
第１号被保険者になる場合

配偶者の方が退職されたり、第３号被保険者の方の収入の増加などで配偶者
の扶養から外れた場合に第１号被保険者となります。

秋田年金事務所では予約制による年金相談を実施しています

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

国民年金種別変更について
　国民年金制度では、国内に居住する20歳以上60歳未満までのすべての方に
加入が義務付けられています。国民年金の種類は次の３つに分かれており、
届出は加入時だけでなく、種別が変わったときにも必要です。

種別変更の届出を忘れると、年金が受け取れないこともあります。手続きは、年金手帳を添えてその
都度忘れずに行いましょう。

年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通知書などの他、相談
者本人であることを確認できるものをご持参のうえ、予約時間までにお越しいただき総合案内にお申し
出ください。なお、代理の方がご相談に来られる際には、委任状及び代理人である身分証（免許証等）
が必要となります。

■予約時間帯
　平　　　日　８：30～11：30

14：30～16：30
　第２土曜日　13：30～15：00
※予約状況により、ご希望の日時を調整
させていただく場合がありますので、
あらかじめご了承ください。

■予約申し込み方法
　年金相談のご予約は、相談希望日１か月前から相談希望日前日まで、お電話又は年金相談窓口でお
受けいたしております。また、ご予約を受け付ける際には、『基礎年金番号』『相談者氏名』『電話番号』
『相談内容』等について確認させていただきます。

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018ー865ー2392　健康推進課国保年金係　☎0185ー85ー2137　
　  琴丘総合支所地域生活係　☎0185ー87ー3516　山本総合支所地域生活係　☎0185ー83ー2115

広告

◆ 予約申し込み電話番号 ◆
018－865－2379（秋田年金事務所 お客様相談室）

※予約の受付時間は平日８：30～17：00です。
（12月28日～１月３日を除く）
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インフォメーションインフォメーション東
北
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

能
代
風
力
発
電
所
リ
プ

レ
ー
ス
計
画
に
係
る
環
境

影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
、

説
明
会

●

事
業
予
定
区
域

　

能
代
市
浅
内
地
区
等

●

縦
覧
場
所　

役
場
本
庁

●

縦
覧
期
間　

　

11
月
22
日
〜
12
月
25
日

　

９
時
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●

説
明
会
の
開
催　

　

12
月
９
日　

14
時
〜

（
能
代
山
本
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

●

意
見
受
付　

　

平
成
30
年
１
月
９
日

　

17
時
ま
で

●

意
見
の
提
出

　

備
え
付
け
の
意
見
書
箱
に
投

函
、
期
間
終
了
後
は
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

問
合
せ
・
提
出
先
…

東
北
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

技
術
本
部　

風
力
・
太
陽
光
事
業
部

〒
９
８
０
―
０
８
１
１　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一
番
町

三
丁
目
7
番
1
号
電
力
ビ
ル
３
階

　

☎
０
２
２
―
２
２
２
―
３
９
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
―
２
６
５
―
２
２
０
７

あ
き
ぎ
ん
長
活
き
学
校
開
催

　

シ
ニ
ア
の
皆
様
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
活
動
を
応
援
す
る
あ
き
ぎ

ん
長
活
き
学
校
第
７
回
授
業
を

開
催
し
ま
す
。
年
齢
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

●

と　

き　

12
月
20
日

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●

と
こ
ろ　

能
代
市
文
化
会
館

●
講
演
内
容

「
地
域
を
代
表
す
る
農
園
を
目

指
し
て
〜
無
農
薬
野
菜
栽
培 

成
功
の
秘
訣
〜
」

　

自
然
農
園
み
た
ね　

　
　
　

代
表　

加
藤
勝
行 

氏

●

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書

を
12
月
15
日
ま
で
に
秋
田
銀
行

営
業
店
に
提
出
（
申
込
書
は
秋

田
銀
行
営
業
店
に
設
置
）

問
い
合
わ
せ
先･･･

あ
き
ぎ
ん
長
活
き
学
校
事
務
局

☎
０
１
８
―
８
６
３
―
１
２
１
２

大
館
能
代
空
港
発
着
限
定

Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ホ
リ
デ
ー

運
賃
助
成
を
実
施
し
ま
す

　

12
月
１
日
〜
２
月
28
日
出
発

分
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ホ
リ
デ
ー

の
対
象
旅
行
代
金
か
ら
、
１
商

品
１
人
あ
た
り
３
０
０
０
円
助

成
し
ま
す
。

●

対
象
…
大
館
能
代
空
港
発
着

の「
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ホ
リ
デ
ー
」

の
う
ち
▼
旅
ド
キm

ade in 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
▼
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
旅
▼
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ　

他

●

助
成
額

・「
Ａ
Ｎ
Ａ
商
品
取
扱
旅
行
代

理
店
」
で
助
成
対
象
商
品
を

購
入
す
る
と
、
１
人
に
つ
き

１
日
程
（
１
往
復
）
あ
た
り

３
０
０
０
円
。
代
金
か
ら
助
成

分
を
差
し
引
か
れ
た
額
で
請
求

さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
大
館
能
代
空
港
ど
っ
と
混

む
！
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
…

大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議

会
事
務
局

☎
０
１
８
６
―
４
３
―
７
１
４
９

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
６
月
「
拉
致
問
題

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
12
月

10
日
か
ら
16
日
は
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

警
察
で
は
、
日
本
人
が
被
害

者
で
あ
る
拉
致
容
疑
事
案
12
件

（
被
害
者
17
人
）、
朝
鮮
籍
の
姉

弟
が
日
本
国
内
か
ら
拉
致
さ
れ

た
事
案
１
件
（
被
害
者
２
人
）

の
合
計
13
件
（
被
害
者
19
人
）

を
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事

案
と
判
断
し
、
北
朝
鮮
工
作
員

等
拉
致
に
関
与
し
た
と
し
て
11

人
に
つ
い
て
国
際
手
配
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
共
に
、
そ
の
実
態
を
解

明
す
る
た
め
、
日
本
人
拉
致
容

疑
に
つ
い
て
情
報
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
警
察
署☎

５
２
―
４
３
１
１

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当

時
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て

い
た
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当

た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当

時
の
加
入
の
有
無
に
つ
い
て
も

当
方
で
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
最
寄
の
支
部
又

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
８
７

◆
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(http://w
w
w
.rintaikyo.

taisyokukin.go.jp/)

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）が
サ
ポ
ー
ト
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お

子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

●

融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に

つ
き
３
５
０
万
円
以
内

●

金
利　

年
１
・
76
％

　

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は

　
　
　
　

年
１
・
36
％

（
平
成
29
年
11
月
10
日
現
在
）

●

ご
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年

以
内

●

Ｈ
Ｐ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索

問
い
合
わ
せ
先
…

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

☎
０
３
―
５
３
２
１
―
８
６
５
６

公
共
職
業
訓
練
２
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

●

訓
練
期
間　

　

２
月
１
日
〜
７
月
26
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
か
月
）

●

訓
練
会
場　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

●

訓
練
科
（
定
員
）

　

金
属
加
工
技
術
科
（
15
名
）

　

電
気
・
通
信
施
工
技
術
科

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
15
名
）

●

募
集
期
間　

12
月
25
日
ま
で

●

受
講
料　

無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
）

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
） 

訓
練
課　

受
講
者
第
一
係

☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

●

歌
謡
教
室

　

12
月
23
日　

13
時
〜
16
時

※
12
月
の
休
館　

４
、
11
、
18

25
、
29
、
30
、
31
日

問
い
合
わ
せ
先
…

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

☎
５
８
―
５
２
９
５

広報 みたね
mitane town
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北
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

能
代
風
力
発
電
所
リ
プ

レ
ー
ス
計
画
に
係
る
環
境

影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
、

説
明
会

●

事
業
予
定
区
域

能
代
市
浅
内
地
区
等

●

縦
覧
場
所

役
場
本
庁

●

縦
覧
期
間

11
月
22
日
〜
12
月
25
日

９
時
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●

説
明
会
の
開
催

12
月
９
日

14
時
〜

（
能
代
山
本
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

●

意
見
受
付

平
成
30
年
１
月
９
日17

時
ま
で

●

意
見
の
提
出

備
え
付
け
の
意
見
書
箱
に
投

函
、
期
間
終
了
後
は
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

問
合
せ
・
提
出
先
…

東
北
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

技
術
本
部

風
力
・
太
陽
光
事
業
部

〒
９
８
０
―
０
８
１
１

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一
番
町

三
丁
目
7
番
1
号
電
力
ビ
ル
３
階

☎
０
２
２
―
２
２
２
―
３
９
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
―
２
６
５
―
２
２
０
７

き
ぎ
ん
長
活
き
学
校
開
催

あ
きニ

ア
の
皆
様
の
ア
ク
テ
ィ

シ
ニ活

動
を
応
援
す
る
あ
き
ぎ

ブ
な
活活

き
学
校
第
７
回
授
業
を

ん
長
活し

ま
す
。
年
齢
問
わ
ず
、

開
催
した

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ど
な
た

ま
す
。

●

き

と

12
月
20
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●

と
こ
ろ

能
代
市
文
化
会
館

●
講
演
内
容

「
地
域
を
代
表
す
る
農
園
を
目

指
し
て
〜
無
農
薬
野
菜
栽
培

成
功
の
秘
訣
〜
」

自
然
農
園
み
た
ね

代
表

加
藤
勝
行
氏

●

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書

を
12
月
15
日
ま
で
に
秋
田
銀
行

営
業
店
に
提
出
（
申
込
書
は
秋

田
銀
行
営
業
店
に
設
置
）

問
い
合
わ
せ
先･･･

あ
き
ぎ
ん
長
活
き
学
校
事
務
局

☎
０
１
８
―
８
６
３
―
１
２
１
２

大
館
能
代
空
港
発
着
限
定

Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ホ
リ
デ
ー

運
賃
助
成
を
実
施
し
ま
す

12
月
１
日
〜
２
月
28
日
出
発

分
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ホ
リ
デ
ー

の
対
象
旅
行
代
金
か
ら
、
１
商

品
１
人
あ
た
り
３
０
０
０
円
助

成
し
ま
す
。

●

対
象
…
大
館
能
代
空
港
発
着

の「
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ホ
リ
デ
ー
」

の
う
ち
▼
旅
ド
キm

ade in 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
▼
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
旅
▼
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ

他

●

助
成
額

・「
Ａ
Ｎ
Ａ
商
品
取
扱
旅
行
代

理
店
」
で
助
成
対
象
商
品
を

購
入
す
る
と
、
１
人
に
つ
き

１
日
程
（
１
往
復
）
あ
た
り

３
０
０
０
円
。
代
金
か
ら
助
成

分
を
差
し
引
か
れ
た
額
で
請
求

さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
大
館
能
代
空
港
ど
っ
と
混

む
！
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
…

大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議

会
事
務
局

☎
０
１
８
６
―
４
３
―
７
１
４
９

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
に
つ
い
て

平
成
18
年
６
月
「
拉
致
問
題

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
12
月

10
日
か
ら
16
日
は
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
と
さ
れ
ま

し
た
。

警
察
で
は
、
日
本
人
が
被
害

者
で
あ
る
拉
致
容
疑
事
案
12
件

（
被
害
者
17
人
）、
朝
鮮
籍
の
姉

弟
が
日
本
国
内
か
ら
拉
致
さ
れ

た
事
案
１
件
（
被
害
者
２
人
）

の
合
計
13
件
（
被
害
者
19
人
）

を
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事

案
と
判
断
し
、
北
朝
鮮
工
作
員

等
拉
致
に
関
与
し
た
と
し
て
11

人
に
つ
い
て
国
際
手
配
を
行
っ

て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
共
に
、
そ
の
実
態
を
解

明
す
る
た
め
、
日
本
人
拉
致
容

疑
に
つ
い
て
情
報
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
警
察
署☎

５
２
―
４
３
１
１

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当

時
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て

い
た
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当

た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当

時
の
加
入
の
有
無
に
つ
い
て
も

当
方
で
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
最
寄
の
支
部
又

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
８
７

◆
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(http://w
w
w
.rintaikyo.

taisyokukin.go.jp/)

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）が
サ
ポ
ー
ト
！

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お

子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

●

融
資
額

お
子
さ
ま
１
人
に

つ
き
３
５
０
万
円
以
内

●

金
利

年
１
・
76
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は

年
１
・
36
％

（
平
成
29
年
11
月
10
日
現
在
）

●

ご
返
済
期
間

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年

以
内

●

Ｈ
Ｐ
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索

問
い
合
わ
せ
先
…

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

☎
０
３
―
５
３
２
１
―
８
６
５
６

公
共
職
業
訓
練
２
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

●

訓
練
期
間

２
月
１
日
〜
７
月
26
日

（
６
か
月
）

●

訓
練
会
場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

●

訓
練
科
（
定
員
）

金
属
加
工
技
術
科
（
15
名
）

電
気
・
通
信
施
工
技
術
科

（
15
名
）

●

募
集
期
間

12
月
25
日
ま
で

●

受
講
料

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
）

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課

受
講
者
第
一
係

☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

●

歌
謡
教
室

12
月
23
日

13
時
〜
16
時

※
12
月
の
休
館

４
、
11
、
18

25
、
29
、
30
、
31
日

問
い
合
わ
せ
先
…

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

☎
５
８
―
５
２
９
５

広報 みたね
mitane town
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行事予定

12月
町の人口と世帯数

●人　口 17,117人 （-10）
　 【男】 7,940人   （- 6）
　 【女】 9,177人   （- 4）
●世帯数 6,988戸   （+ 3）
※平成29年10月末現在、（  ）内前月比

　早いものでもう12月になります。今
年もあと一ヶ月ですね。
　初雪とともにだいぶ寒くなり、毎朝、
布団から出るのが辛い日々です。
　何かと慌ただしい年末ですが、体調管

理には十分気をつけていきましょう。
　体調管理の一つと言えば、睡眠ですが、
統計データによると秋田県人は１日あた
りの睡眠時間約８時間で全国一位だそう
です。意外と長いですね。寒い地域なの
が影響しているのでしょうか…。年末年
始、風邪を引かないよう睡眠と栄養を十分
取って寒い日々を乗り切りましょう！（た）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 金 浜口保育園開放日　「みんななかよし！」
2 土
3 日
4 月

5 火
健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）
わくわくひろば「クリスマス飾りを作りましょう！」（琴丘保育園　９：30～11：30）
転倒予防教室「いきいき元気塾（琴丘地域Ａ）」（パレス琴丘　10：00～11：30）

6 水 特設人権相談所（八竜ふれあいセンター　10：00～15：00）
メロンキッズひろば「クリスマスグッズを作ろう！」（八竜改善センター　９：30～11：30）

7 木 特設人権相談所（山本公民館　10：00～15：00）
ドラえもんひろば「もちつき会に参加しましょう！」（森岳保育園９：30～11：30）

8 金
特設人権相談所（パレス琴丘　10：00～15：00）
２歳児歯科健診（保健センター）
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）
鵜川保育園開放日「一緒に遊ぼう！」

9 土
10 日
11 月
12 火 転倒予防教室「いきいき元気塾（山本地域）」（山本公民館　10：00～11：30）

献血（山本地域）
13 水 転倒予防教室「いきいき元気塾（琴丘地域Ｂ）」（パレス琴丘　10：00～11：30）

三地区なかよし交流会「親子クッキング・クリスマス！」（ＪＡやまもと本店９：30～11：30）
14 木 ３歳児健診（保健センター）
15 金
16 土
17 日 三種町地域福祉フォーラム（山本ふるさと文化館　13：30～）
18 月

19 火
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）
がん患者のつどい（保健センター）
琴丘地域行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）

20 水

５歳児健診（保健センター）
認知症予防教室「わくわく！脳力アップ教室」（山本公民館　10：00～11：30）
メロンキッズひろば「クリスマスお楽しみ会」（八竜改善センター　９：30～11：30）
山本地域行政相談所開設（山本公民館　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所開設（浜口地区館　10：00～12：00）

21 木 健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）※12月のみこの日に行います。
おれんじカフェ（琴丘地域拠点センター　13：30～15：00）

22 金
ドラえもんひろば「クリスマス会を楽しみましょう！」（森岳保育園９：30～11：30）
乳児健診（保健センター）
わくわくひろば「一緒にクリスマス会をしましょう！」（琴丘保育園　９：30～11：30）
八竜保育園・八竜幼稚園開放日「クリスマスパーティー」

23 土 天皇誕生日
24 日
25 月 健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）
26 火 わくわくひろば「お正月飾りを作りましょう！」（琴丘保育園　９：30～11：30）
27 水 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）

メロンキッズひろば「お正月飾りを作ろう！」（八竜改善センター　９：30～11：30）
28 木 役場仕事納め
29 金
30 土 「高橋功一野球教室」（９：00～17：00　ゆめすた）
31 日 大晦日
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